（別紙様式１－１）
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費

	事業名:ソフトピアジャパンセンター施設管理運営費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　商工労働部 情報産業課 ＩＴ拠点担当　電話番号：058-272-1111（内3115）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：243,646千円（前年度予算額：241,851千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　ソフトピアジャパンセンタービル、アネックス、ドリーム・コアの３県有施設について、指定管理者による施設管理を実施するための指定管理料及び指定管理者評価委員会開催事務費である。
（1） 指定管理者
伊藤忠アーバンコミュニティ・グループ

（構成員）

伊藤忠アーバンコミュニティ株式会社

株式会社コングレ

カワボウテキスチャード株式会社

グレートインフォメーションネットワーク株式会社
（2） 指定管理期間
平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日（３年間）
（３） 指定管理業務
　  ①施設の維持管理業務（警備、清掃、設備点検、受付案内等）

　　②施設の使用許可（技術開発室、インキュベートルーム、会議室、ホール等）

　　③利用料金、共益費等の収受

　　④施設のＰＲやイベントの企画等
	２　所要経費


（1） 施設管理運営支出
1 人件費　　　　　59,400千円
2 施設管理費　　 354,418千円
3 その他　　　　　19,775千円
合計　　　　　　 433,593千円

（２）施設管理運営収入
　　①指定管理料　　 243,493千円
　　②利用料金　　　 131,700千円

　　③その他　　　　　58,400千円
　　合計　　　　　　 433,593千円

（３）評価委員会開催事務費

　　153千円

　○事業費（指定管理料及び評価委員会開催事務費）

　　243,646千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　・中部圏のＩＴ人材育成・供給拠点であるソフトピアジャパンの活用を促進する

　　・企業のＩＴ投資を促進する

	２　これまでの取組状況


　平成8年6月のセンタービルのオープンに引き続き、アネックス（平成10年2月）、ドリーム・コア（平成12年8月）が相次いでオープンし、現在エリア全体で132社が進出、３県有施設だけでも79社の企業等が集積する（平成22年8月1日現在）中部地方のＩＴ拠点として発展してきている。また、センタービルの年間来館者数は176,924人（平成21年度実績）を数え、一般利用者にとって文化施設としての活用もなされている。

　
	３　これまでの取組に対する評価


　　経済産業省特定サービス産業実態調査によると、県内情報産業は、平成元年から平成20年にかけて、事業所数8.4倍、従業者数3.42倍、年間売上高3.94倍と、事業所数は全国1位、従業者数全国4位の伸びを示しており、その背景にはソフトピアジャパンエリアへの情報産業企業の集積が一定の貢献を果たしていると考えられる。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	241,851
	0
	0
	4,636
	0
	0
	0
	0
	237,215

	要求額
	243,646
	0
	0
	4,619
	0
	0
	0
	0
	239,027
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